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【対策概要】

急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対し、河岸の洗掘・浸食に対する安全度が低い箇所にお
いて侵食対策を実施し、治水安全度の向上を図ります。

（様式：取組事例）

急流河川の被災メカニズム

護岸裏土砂の
吸出し

洗掘の進行

垂直方向（洗掘）

侵食拡大→堤防決壊

横断方向（侵食）

急流河川対策（根継ぎ護岸）

急流河川特有の洪水のエネルギーに対し堤防の安全性を
確保する

急流河川対策

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 急流河川対策（護岸整備）

事業・施策の名称

実施場所 常願寺川

既設護岸

根継ぎ護岸
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【対策概要】
計画規模の洪水（瓶岩地点：4,600㎥/s）が越流しないよう河道整備を進めます。河口部については、

洪水時の河床低下量等の土砂動態について十分調査した上で築堤、河道掘削及び河道内樹木群の伐
採等を実施します。
堤防の高さや幅が不足している箇所においては、堤防整備を実施します。

（様式：取組事例）

※河道掘削は洪水時の河床低下量を調査した上で実施する

河道掘削イメージ

 

計画横断形状イメージ図

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 堤防整備・河道掘削

事業・施策の名称

実施場所 常願寺川
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【対策概要】

築堤履歴や浸透に対する被災実績等を調査し、浸透に対して安全性が確保されない堤防においては、
堤防の質的整備として浸透対策を実施します。

（様式：取組事例）

※対策実施にあたっては、詳細な調査・解析を行い必要な対策工法を検討する

浸透対策イメージ

断面を拡大する

H.W.L
腹付け盛土工

ドレーン工

水の浸入を防ぐ

堤体

水はけを良くする

基礎地盤

遮水工

断面を拡大する

H.W.L
腹付け盛土工

ドレーン工

水の浸入を防ぐ

堤体

水はけを良くする

基礎地盤

遮水工

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 堤防強化（浸透対策）

事業・施策の名称

実施場所 常願寺川

堤体や基礎地盤に水みちが生じ、のり尻
の土砂が流出することで破壊が生じる

降雨や河川水が堤防に浸透することによ
り、破壊が生じる

すべり破壊の
メカニズム のりすべり

発生
のりすべり
発生

パイピング破壊
のメカニズム

パイピング
発生

パイピング
発生

堤体や基礎地盤に水みちが生じ、のり尻
の土砂が流出することで破壊が生じる

降雨や河川水が堤防に浸透することによ
り、破壊が生じる

すべり破壊の
メカニズム のりすべり

発生
のりすべり
発生

パイピング破壊
のメカニズム

パイピング
発生

パイピング
発生

浸透破壊のメカニズム
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【対策概要】

○神通川は県都富山市を貫流する河川であり、特に右岸側の背後地には富山市市街地・公共施設・主
要交通網を抱える重要な地域となっています。
○当該地区は、堤防の高さや幅が不足していることに加え、急流河川であり、侵食により、堤防が決壊に
至る危険性があります。
○このため、富山市街地を洪水氾濫から守るため、堤防のかさ上げ、拡幅等、河川改修を重点的に行い
ます。

（様式：取組事例）

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 堤防整備

事業・施策の名称 富山市街地重点防御築堤事業（Ｒ５．６完成）

実施場所 神通川

4R5.9.30 富山市街地重点防御築堤事業 竣工式を開催

新幹線橋梁～富山北大橋区間 富山大橋～有沢橋区間

完成後写真



【対策概要】
戦後最大規模の洪水（H16.10洪水）と同規模の洪水に対して洪水氾濫による浸水被害の防止または軽
減を図るため、流下能力の向上を図ります。
堤防の断面が不足する区間においては、堤防の嵩上げ・拡幅を実施します。
堤防の整備を実施しても河道整備目標流量を計画高水位（H.W.L.）以下で安全に流下させることのできな
い区間においては、河道掘削により必要な河道断面の確保を図ります。

（様式：取組事例）

堤防整備・河道掘削イメージ

堤防の整備・河道掘削イメージ図

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 堤防整備・河道掘削

事業・施策の名称

実施場所 神通川
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【対策概要】

急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対し、河岸の洗掘・浸食に対する安全度が低い箇所にお
いて侵食対策を実施し、治水安全度の向上を図ります。

（様式：取組事例）

急流河川の被災メカニズム

護岸裏土砂の
吸出し

洗掘の進行

垂直方向（洗掘）

侵食拡大→堤防決壊

横断方向（侵食）

急流河川対策（根継ぎ護岸イメージ）

急流河川特有の洪水のエネルギーに対し堤防の安全性を
確保する

急流河川対策

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 急流河川対策（護岸整備）

事業・施策の名称

実施場所 神通川
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【対策概要】

築堤履歴や浸透に対する被災実績等を調査し、浸透に対して安全性が確保されない堤防においては、
堤防の質的整備として浸透対策を実施します。

（様式：取組事例）

※対策実施にあたっては、詳細な調査・解析を行い必要な対策工法を検討する

浸透対策のイメージ

断面を拡大する

H.W.L
腹付け盛土工

ドレーン工

水の浸入を防ぐ

堤体

水はけを良くする

基礎地盤

遮水工

断面を拡大する

H.W.L
腹付け盛土工

ドレーン工

水の浸入を防ぐ

堤体

水はけを良くする

基礎地盤

遮水工

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 堤防強化（浸透対策）

事業・施策の名称

実施場所 神通川

堤体や基礎地盤に水みちが生じ、のり尻
の土砂が流出することで破壊が生じる

降雨や河川水が堤防に浸透することによ
り、破壊が生じる

すべり破壊の
メカニズム のりすべり

発生
のりすべり
発生

パイピング破壊
のメカニズム

パイピング
発生

パイピング
発生

堤体や基礎地盤に水みちが生じ、のり尻
の土砂が流出することで破壊が生じる

降雨や河川水が堤防に浸透することによ
り、破壊が生じる

すべり破壊の
メカニズム のりすべり

発生
のりすべり
発生

パイピング破壊
のメカニズム

パイピング
発生

パイピング
発生

浸透破壊のメカニズム
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【対策概要】

急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対し、河岸の洗掘・浸食に対する安全度が低い箇所にお
いて侵食対策を実施し、治水安全度の向上を図ります。

（様式：取組事例）

急流河川の被災メカニズム

護岸裏土砂の
吸出し

洗掘の進行

垂直方向（洗掘）

侵食拡大→堤防決壊

横断方向（侵食）

急流河川対策（根継ぎ護岸）

急流河川特有の洪水のエネルギーに対し堤防の安全性を
確保する

急流河川対策

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 急流河川対策（護岸整備）

事業・施策の名称

実施場所 庄川
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【対策概要】
戦後最大の洪水（H16.10洪水）を安全に流下させるため、利賀ダム整備により全川にわたって洪水時

の水位を低下させるとともに、堤防の高さや幅が不足している箇所における堤防整備、堤防整備に伴う
河口部橋梁の架け替え、治水上のネックとなっている和田川合流点処理等を行います。

（様式：取組事例）

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所
利賀ダム工事事務所

メニュー名 堤防整備・利賀ダム整備・合流点処理

事業・施策の名称

実施場所 庄川

堤防の拡幅

堤防の嵩上

堤防整備イメージ

堤防整備イメージ

9

利賀ダムの整備
①洪水調節

ダム地点の計画高水流量770m3/sのうち、500m3/s の洪水調節を行う。

②流水の正常な機能の維持

庄川本川及び支川利賀川の既得用水の補給等、流水の正常な機能の維持
と増進をはかる。

③工業用水道

富山県に対し、庄地点において、工業用水として新たに１日最大8,640m3/日
（0.1m3/s）の取水を可能ならしめる。



【対策概要】

築堤履歴や浸透に対する被災実績等を調査し、浸透に対して安全性が確保されない堤防においては、
堤防の質的整備として浸透対策を実施します。

（様式：取組事例）

※対策実施にあたっては、詳細な調査・解析を行い必要な対策工法を検討する

浸透対策イメージ

堤体や基礎地盤に水みちが生じ、のり尻
の土砂が流出することで破壊が生じる

降雨や河川水が堤防に浸透することによ
り、破壊が生じる

すべり破壊の
メカニズム のりすべり

発生
のりすべり
発生

パイピング破壊
のメカニズム

パイピング
発生

パイピング
発生

堤体や基礎地盤に水みちが生じ、のり尻
の土砂が流出することで破壊が生じる

降雨や河川水が堤防に浸透することによ
り、破壊が生じる

すべり破壊の
メカニズム のりすべり

発生
のりすべり
発生

パイピング破壊
のメカニズム

パイピング
発生

パイピング
発生

浸透破壊のメカニズム

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 堤防強化（浸透対策）

事業・施策の名称

実施場所 小矢部川
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【対策概要】
小矢部川下流部において戦後最大流量の洪水（H10.9洪水）と同規模の洪水に対して洪水氾濫による

浸水被害の防止または軽減を図るため、堤防の高さや幅が不足している箇所については、堤防の整備
を実施し、流下能力の向上を図ります。

また、堤防の整備を実施しても、流下能力が不足する箇所においては、河道掘削を実施し、流下能力の
向上を図ります。

小矢部川と支川の合流点では、支川堤防の高さが不足している箇所があり、洪水時には本川の水が逆
流して氾濫が生じる場合があるため、堤防の整備や樋門等の整備による合流点処理を実施します。

（様式：取組事例）

堤防の拡幅

堤防の嵩上

堤防整備イメージ 河道掘削環境配慮イメージ図

堤防整備・河道掘削イメージ

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 堤防整備・河道掘削・合流点処理

事業・施策の名称

実施場所 小矢部川（渋江川含む）
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【対策概要】

現存する霞堤について、上流で氾濫した水を開口部から速やかに川へ戻し、被害の拡大を防ぐ等の
治水上の機能があるため、適切な維持、保全を図ります。また、霞堤の機能維持を考慮した開口部周辺
の土地利用等についても関係事業者や関係機関とも連絡、調整し、霞堤を活かした水害に強い沿川地
域づくりを目指します。

区 分 被害対象を減少させるための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 霞堤の保全

事業・施策の名称 霞堤の機能維持（減災への取組）

実施場所 常願寺川・神通川・庄川・小矢部川

（様式：取組事例）

常願寺川（L12k付近）の霞堤

12.0k

12



【対策概要】

災害時に緊急復旧活動や水防活動を等を円滑に行うため、浸水被害が発生する恐れがある場合及
び自治体より要請があれば排水ポンプ車等を出動させ、排水活動等を支援します。

富山河川国道事務所では、福岡防災ステーション（小矢部川）と三郷出張所（常願寺川）に合計３台の
排水ポンプ車を所有しています。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 浸水被害軽減対策

事業・施策の名称 排水ポンプ車、照明車等による災害支援

実施場所・対象者 富山河川事務所管内

（様式：取組事例）

排水活動支援事例

【R5.7月出水】
高岡市及び富山市からの要請により、神通川水系井田川支流磯川及び

小矢部川水系祖父川において、排水ポンプ車及び照明車を稼働させ排水
活動を実施することで、被害拡大を防止。

13

河川 支援内容 所在地 稼働開始 稼働終了 稼働時間

排水ポンプ車

Q=30m3/min   １台

照明車　　　 １台

排水ポンプ車

Q=30m3/min   １台
小矢部川水系

祖父川
7月13日
7:00

7月13日
9:30

2:30
高岡市
早川

神通川水系
井田川支流

磯川

7月13日
4:30

7月13日
6:30

2:00
富山市
婦中町
町袋

富山市へ派遣（磯川）

高岡市へ派遣（祖父川）



【対策概要】

平成１７年に洪水ハザードマップの普及支援のために河川関係事務所に設置した「災害情報普及支
援室」を 自衛水防の窓口として、事業者等の自衛水防の取組を積極的に支援します。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 災害情報普及支援

事業・施策の名称 浸水想定区域図、浸水エリア情報等に対する支援

実施場所・対象者 富山河川事務所管内

（様式：取組事例）

１．取組内容
・河川等のハザードマップの作成、洪水予報等の情報伝達に関する市

町村への技術支援
・避難確保計画又は浸水防止計画の作成を行う施設の所有者又は管理者

への技術支援
・災害情報協議会の設置・運営
・その他、災害情報を普及するために必要な支援

２．よくある問い合わせ内容
・自治体や事業所等の所有者又は管理者より、浸水想定図の考え方や見

方について
・氾濫範囲や浸水深について 等

３．自衛水防に役立つ情報WEBサイト
http://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/index.html
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【対策概要】
集中豪雨等の発生開始後、河川の水位が上昇してから、ご自身がとる防災行動を時系列で整理し、

取りまとめる「マイ・タイムライン」を多くの県民に知ってもらうことを目的とした、『みんなでタイムラインプ
ロジェクト・とやま』の取り組みを、令和２年４月より国土交通省富山河川国道事務所、黒部河川事務所、
北陸技術事務所の３事務所合同で取り組んでいます。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 マイ・タイムラインの作成及び普及

事業・施策の名称 マイ・タイムラインの普及

実施場所・対象者 富山河川事務所管内

（様式：取組事例）

逃げキッド（マイタイムライン検討ツール） みんなでタイムラインプロジェクト とやま 15



【対策概要】

自然災害から命を守るためには、一人一人が災害時において適切な避難行動をとる能力を養う必要が
あることから、学校における防災教育の充実を図り、特に「命を守る」という観点に留意し、子供たちに正
確な理解を進める。
・実施日：令和５年 ７月 ６日（木） 富山大学（常願寺川）

令和５年１１月 ７日（火） 富山大学教育学部付属小学校（常願寺川・神通川）
令和６年１１月２２日（水） 南砺市立福野小学校（小矢部川）

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 水防災教育（出前講座の活用）

事業・施策の名称 出前講座等の活用

実施場所・対象者 管内の小学校及び大学生

（様式：取組事例）

16出前講座説明スライド
（左：富山大学教育学部付属小学校、右：福野小学校）

【フィールド学習】
急流河川である常願寺川の特徴及び
独特な治水工法の特徴と変遷について
現場見学を実施しました。

【出前講座】
教員のニーズや児童の学習状況に合わせ、
授業の説明用スライドを作成・提供しました。

フィールド学習の様子（富山大学）
出前講座の様子

（富山大学教育学部付属小学校）

フィールド学習資料



【対策概要】

富山河川国道事務所ホームページにおいて、住民等への防災情報の提供として河川水位・洪水予報・
ライブ映像等を提供しています。

また、「河川氾濫のおそれがある情報（氾濫危険水位を超過）」や「河川氾濫が発生した情報」を携帯電
話事業者が提供する「緊急速報メール」を活用し洪水情報のプッシュ型配信を実施していいます。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山河川国道事務所

メニュー名 水位計・監視カメラの活用

事業・施策の名称 水位計・監視カメラの活用

実施場所・対象者 富山河川事務所管内

（様式：取組事例）

水位情報等の情報提供

ライブカメラによる情報提供

過去配信された緊急速報メール
小矢部川「氾濫のおそれ」（H29.10）
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桑谷上流
砂防堰堤

【対策概要】
・「いのち」と「くらし」を守る土砂災害対策、土砂・洪水氾濫対策の推進
・ライフサイクルコストを考慮した砂防施設の長寿命化対策
・防災・減災に向けた危機管理体制の強化

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 立山砂防事務所

メニュー名 砂防堰堤等の整備

事業・施策の名称 直轄砂防事業

実施場所 直轄砂防区域（常願寺川水系）

（様式：取組事例）

常願寺川水系直轄砂防流域図

富山湾

あいの風とやま鉄道

とやまし

富山市

たてやままち

立山町

立山橋
▲

▲
▲
▲

▲
▲

▲きたのまた

北ノ俣岳

とんびやま

鳶 山

わしだけ

鷲岳

じょうどさん

浄土山

おやま

雄山

おおなんじやま

大汝山

8

41

415

砂防基準点

常願寺川流域
じょうがんじがわ

ゆかわ

湯川

まかわ

真川

わだがわ

和田川おぐちがわ

小口川

しょうみょうがわ

称名川

だいにちだけ

大日岳

高速自動車道

県道富山立山公園線

JR線

直轄砂防事業対象流域

国道

凡 例 

河川

地方鉄道

市町村界

立山砂防事務所

水谷出張所

上滝

岐阜県

長野県

湯川第13号砂防堰堤

水谷第３号砂防堰堤改築

危機管理体制の強化

桑谷上流砂防堰堤

湯川第13号
砂防堰堤

湯川第14号
砂防堰堤

第３副堰堤 

第２副堰堤 

第１副堰堤

水谷第３号砂防堰堤 

弥陀ヶ原展望台

称名川上流
室堂山展望台

称
名
川

湯
川

湯川上流域

立山カルデラ

湯川中流域光
ファ
イバ
ー

室堂

称名川上流域

弥陀ヶ原展望台

称名川上流
室堂山展望台

称
名
川

湯
川

湯川上流域

立山カルデラ

湯川中流域光
ファ
イバ
ー

室堂

称名川上流域

立山カルデラ展望台

対策による効果（土砂・洪水氾濫対策）整備例

対策による効果（危機管理体制の強化）整備例

対策による効果（砂防施設の長寿命化）整備例

監視カメラ等による広域的な監視体制

水谷第３号砂防堰堤改築

桑谷上流砂防堰堤

湯川第１３号砂防堰堤

18



19

【対策概要】
・砂防堰堤等を整備し、高原川流域内の安全を確保するとともに、土砂・洪水氾濫を解消し富山市中心部
の被害軽減を図ります。

・あわせて出水時に土砂とともに流出する流木の対策施設整備を進めています。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 神通川水系砂防事務所

メニュー名 砂防堰堤等の整備

事業・施策の名称 直轄砂防事業

実施場所 直轄砂防区域（神通川水系）

（様式：取組事例）

神通川水系直轄砂防流域図 対策による効果（土砂・洪水氾濫の解消） 整備例

白谷砂防堰堤群 跡津川砂防堰堤群

跡津川砂防堰堤群

白谷砂防堰堤群

対策による効果（土砂・流木捕捉） 整備例

神
坂
砂
防
堰
堤

神坂砂防堰堤



【対策概要】
宮島川および坪野川は、川幅が狭く、富山市婦中町のJR速星駅周辺において、近年、局地的な集中豪
雨等による浸水被害が発生しているため、平成5年度から川幅の拡幅や護岸整備、鉄道橋梁の架け替
え等により浸水被害の軽減を図っている。
【事業内容】

事業期間 ：平成５年度～
内 容 ：計画延長4,060ｍ（護岸工、橋梁架替工）

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山県河川課

メニュー名 河川改修（河道拡幅、護岸整備）

事業・施策の名称 河川改修（河道拡幅、護岸整備）

実施場所 神通川支川宮島川および坪野川

神通川水系 坪野川の整備
H20.7
出水時

対策後

ボトルネックとなっている鉄道橋

対策前

流下能力 6m3/s 流下能力 30m3/s

（様式：取組事例）
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【対策概要】
地久子川は、高岡市東部の市街地を流れ、庄川に合流する流域面積6.7km2、流路延長2.7kmの一級
河川である。本川は川幅が狭く流下能力が不足しており、平成10年など、これまでも浸水被害が発生して
いるため、平成14年度から河道拡幅や護岸整備、橋梁の架け替え等により浸水被害の軽減を図ってい
る。
【事業内容】

事業期間 ：平成１４年度～
内 容 ：計画延長１，９６０ｍ（護岸工、橋梁架替工）

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山県河川課

メニュー名 河川改修（河道拡幅、護岸整備）

事業・施策の名称 河川改修（河道拡幅、護岸整備）

実施場所 庄川支川地久子川

（様式：取組事例）

流下能力 50m3/s

庄川水系地久子川の整備

平成24年7月21日
浸水状況

床上浸水４１棟

床下浸水３０棟 計７１棟

対策前

鉄道橋

流下能力 12m3/s

対策後

ボトルネックとなっていた鉄道橋を河道拡幅し流路を１本から３本に改修

約４倍
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【対策概要】
横江宮川は、川幅が狭く、小矢部川の背水の影響も受けることから、平成10年、平成20年に浸水被害
が発生しているため、平成24年度から川幅の拡幅や堤防の整備、橋梁の架け替え等により浸水被害の
軽減を図っている。
【事業内容】

事業期間 ：平成２４年度～
内 容 ：計画延長1,300ｍ（護岸工、橋梁架替工）

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山県河川課

メニュー名 河川改修（河道拡幅、護岸整備）

事業・施策の名称 河川改修（河道拡幅、護岸整備）

実施場所 小矢部川支川横江宮川

小矢部川水系 横江宮川の整備

平常時H20.7月豪雨

小矢部川
本川堤防

小矢部川
本川堤防

（様式：取組事例）
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高齢者福祉施設等の要配慮者利用施設における水害時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、

市町村が開催する施設管理者向け講習会への講師派遣等により、避難確保計画の作成や避難訓練

の実施を支援するもの。

【取組実績】

・令和元年度：南砺市、入善町、黒部市にて講習会 ・令和２年度：魚津市にて講習会

・令和３年度：富山市にて講習会 ・令和４年度：富山市にて講習会

・県内の要配慮者利用施設1,693施設中1,417施設（83.7%）で計画を作成済み（R5.9.30時点）

簡易な計画ひな型
（国交省）

講習会の様子 R4 富山市

（様式：取組事例）

区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山県河川課

メニュー名 要配慮者利用施設避難確保計画の作成及び支援

事業・施策の名称 要配慮者利用施設の避難計画の作成及び訓練の促進

実施場所 （対象：市町村地域防災計画で指定された要配慮者利用施設）
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（様式：取組事例）

洪水時における住民の自主避難や市町村長の避難指示等の判断を支援するため、河川監視カメ

ラの画像や県管理の水位周知河川等の水位状況をインターネットを通じて一般公開しているが、

R5年3月に危機管理型水位計のリアルタイムデータも同ＨＰで閲覧できるように改修した。

【実施概要】

・公開開始日:平成30年６月～（R4.3月リニューアル、R5.3月改修）

・公開の内容:河川海岸カメラ画像情報(静止画:５分更新) 、県管理河川の水位情報等

・公開ＨＰ :「富山県河川海岸カメラ・水位情報」 http://kawa.pref.toyama.jp/camera

河川監視カメラ設置状況

R5.3月改修で閲覧可能

県ＨＰ「富山県河川海岸カメラ・水位情報」

区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山県河川課

メニュー名 水位計・監視カメラの活用

事業・施策の名称 河川状況等ライブカメラ情報

実施場所 県管理の水位周知河川の水位観測所等

24
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区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山県河川課

メニュー名 避難のためのハザード情報の整備

事業・施策の名称 洪水浸水想定区域図の作成

実施場所 常願寺川、神通川、庄川、小矢部川支流の県管理河川

（様式：取組事例）

令和３年改正水防法に基づき、人家等防護対象が存する全ての河川について、浸水想定区域図

の作成が義務付けられました。常願寺川、神通川、庄川、小矢部川支流の県管理河川についても、

令和６年度末を目標に洪水浸水想定区域図を作成することを目標に取り組んでいます。

【取組実績】令和４年３月～ 対象河川の選定・解析手法の検討を実施

参考例：小矢部川水系谷内川（高岡市）

洪水浸水想定図（想定最大規模）

神通川支流の河川（富山市坂のまち大橋付近）

今後、支流の影響を
反映予定
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区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山県河川課

メニュー名 水防災教育（出前講座の活用）

事業・施策の名称 出前講座等の活用

実施場所 県内の小学校

（様式：取組事例）

自然災害から命を守るためには、一人一人が災害時において適切な避難行動をとる能力を養う

必要があることから、学校における防災教育の充実を図り、特に「命を守る」という観点に留意

し、子ども達に正確な理解を進める。

【取組実績】

・令和５年９月２９日 氷見市立比美乃江小学校

・令和５年１０月２６日 富山大学附属小学校

新規追加

「子ども達に自分たち
に何ができるかを自分
で考えてほしい」とい
う学校のニーズに合わ
せて説明スライドを作
成・提供した。

比美乃江小学校

・河川流域全体のあらゆる関係者が協働して水災害対策を行
う考え方

自分たちが協働して行う水災害対策とは？

この場にいる
全員が関係者

上図 左：資料を用いて説明する様子（氷見市立比美乃江小学校）、中央左：現場で説明する様子（氷見市立比美乃江小学校）
中央右：現場で説明する様子（富山大学附属小学校）、右：質疑応答（富山大学附属小学校）
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【対策概要】

急流河川特有の流水の強大なエネルギーによる河岸の洗掘・侵食に対する安全度が低い箇所におい
て、侵食対策を実施し、治水安全度の向上を図りました。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 岐阜県古川土木事務所

メニュー名 河道掘削、堤防整備、護岸整備、橋梁改築

事業・施策の名称 護岸整備

実施場所 宮川（左岸80k+425付近）

（様式：取組事例）
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【対策概要】

裏法尻をコンクリートブロックで補強し、越水時の深掘れの進行を遅らせることにより、決壊までの時間
を少しでも延ばします。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 岐阜県古川土木事務所

メニュー名 河道掘削、堤防整備、護岸整備、橋梁改築

事業・施策の名称 堤防整備

実施場所 宮川（左岸83k+000付近）

（様式：取組事例）
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【対策概要】

堤防天端をアスファルトで保護し、越水時の法肩部の崩壊を遅らせることにより、決壊までの時間を少
しでも延ばします。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 岐阜県古川土木事務所

メニュー名 ダム管理施設整備、堤防強化

事業・施策の名称 堤防強化

実施場所 荒城川（右岸7.2k付近）

（様式：取組事例）
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区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 岐阜県高山土木事務所

メニュー名 防災教育（出前講座）

事業・施策の名称 防災教育（出前講座）

実施場所・対象者 丹生川ダム・高山工業高校、丹生川中学校 他

（様式：取組事例）

【対策概要】

地元の高校生・中学生に近年、激甚化・頻発化する水災害の状況や被害を防ぐための洪水対策を学ん
でもらうとともに、丹生川ダムについて学習することで、身近にある洪水対策を実感してもらいました。
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区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 岐阜県古川土木事務所

メニュー名 防災教育（出前講座）

事業・施策の名称 防災教育（出前講座）

実施場所・対象者 飛騨市立古川西小学校

（様式：取組事例）

【対策概要】

平成２５年度に校区内に伝統的防災施設のある小中学校や自治会等に対して「伝統的防災施設マッ
プ」を配布し、小学校の総合学習の時間や教職員の研修の場等を活用して防災意識の向上を図ってい
ます。

霞堤の模型を使った実験の様子
31



【対策概要】

・除間伐等の森林整備を実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、森林土壌等の保水力
の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。
・水源林造成事業地は、小矢部川流域に約90箇所（森林面積 約1,900ha）、庄川流域に約80箇所（森林
面積 約3,000ha） 、神通川流域に約280箇所（森林面積 約9,000ha）、常願寺川流域に８箇所（森林面積 
約280ha）があり、流域治水に資する除間伐等の森林整備を計画的に実施します。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山・岐阜水源林整備事務所

メニュー名 森林整備

事業・施策の名称 除間伐等

実施場所 常願寺川・神通川・庄川・小矢部川（下記位置図）

（様式：取組事例）

常願寺川・神通川・庄川及び小矢部川流域治水プ
ロジェクト内の水源林造成事業地

流域界
水源林造成事業地

針交混交林 育成複層林

水源林の整備

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ
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【対策概要】
・常願寺川流域：除間伐を14ha実施
・神通川流域：除間伐を154ha、新植を3ha実施
・庄川流域：除間伐を約36ha、新植を11ha実施
・小矢部川流域：除間伐を約 44ha、新植を8ha実施

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山・岐阜水源林整備事務所

メニュー名 森林整備

事業・施策の名称 除間伐等

実施場所 常願寺川・神通川・庄川・小矢部川

（様式：取組事例）
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区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山地方気象台

メニュー名 避難のための情報発信

事業・施策の名称 防災気象情報の提供および解説

実施場所・対象者 全流域

（様式：取組事例）

【対策概要】
令和5年出水期に、線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝えるため、「顕著な大雨に関する
気象情報」について、予測技術を活用し、最大30分程度前倒しで発表することになりました。

令和５年（2023年）７月12日に
石川県、富山県（北陸地方）で線状降水帯が発生した事例
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雨の日には…

雨水を一時貯留して、河川や下水道管の負担を
軽減します。

晴れた日には…

雨の日に溜まった雨水を庭木の散水等に利用
できます。
また、夏の暑い日には、打ち水に利用できます。

【対策概要】
雨水対策として、高岡市緊急浸水対策行動計画区域内の住宅で１００ℓ以上の雨水貯留槽を設置する
方に対し、設置費用の一部を補助。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 高岡市

メニュー名 雨水貯留設備の整備（※流域治水プロジェクト一覧表を参照）

事業・施策の名称 雨水貯留タンク設置補助

実施場所 高岡市緊急浸水対策行動計画区域内

（様式：取組事例）

〈 設 置 例 〉

雨水貯留用
集水継手

〈 活 用 事 例 〉
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【対策概要】
高岡市開発指導要綱に基づき、1,000㎡以上の開発行為について雨水排水協議を実施し、指導を行う
ことで雨水流出量の抑制を図る。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 高岡市

メニュー名 雨水貯留設備の整備（※流域治水プロジェクト一覧表を参照）

事業・施策の名称 一定規模以上の開発行為に対する流出抑制の指導

実施場所 市内全域

（様式：取組事例）

〈 設 置 状 況 〉 調整池 オリフィスによる流出抑制

オリフィス
道路側溝へ排水
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区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 小矢部市

メニュー名 水防災教室（出前講座の活用）

事業・施策の名称 水防出前講座

実施場所・対象者 市内の住民

（様式：取組事例）

【対策概要】

職員を派遣し、ハザードマップの見方や使い方、水害に対する備え、避難行動要支援者の対応等に関す
る講座を実施している。
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説明会の資料 土砂災害ハザードマップ

（令和５年４月作成）

【対策概要】

令和５年４月に作成した土砂災害ハザードマップの周知

・実施日：令和５年１１月２２日（水）

・場 所：西町公民館

・実施者：南砺市職員

区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 南砺市

メニュー名 水防災教育（出前講座の活用）

事業・施策の名称 出前講座等の活用

実施場所 西町公民館

（様式：取組事例）
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【対策概要】

下流河川の水害の発生防止のため，適時，治水協定に基づく対応（各ダムから事前放流を行い，利水
容量から一時的に洪水を調節するための容量確保など）を念頭に置いた利水ダム管理を継続中である。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 北陸電力株式会社

メニュー名 既存ダムにおける事前放流等の実施・体制構築

事業・施策の名称 既存ダムにおける事前放流等の実施・体制構築

実施場所・対象者 Ｒ５年度の事前放流実施ダムは無し

【事前放流実施ダム】
令和５年度の事前放流実績は無し
（参考）過年度の実績
神通川水系４ダム（ ）で実施
（令和３年８月１３日）

実施場所

新猪谷ダム

当社管理ダム

（様式：取組事例）

39


	スライド 1: 各機関の取組事例 （令和６年３月）
	スライド 2
	スライド 3: 【対策概要】 　　急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対し、河岸の洗掘・浸食に対する安全度が低い箇所において侵食対策を実施し、治水安全度の向上を図ります。
	スライド 4: 【対策概要】 　　計画規模の洪水（瓶岩地点：4,600㎥/s）が越流しないよう河道整備を進めます。河口部については、洪水時の河床低下量等の土砂動態について十分調査した上で築堤、河道掘削及び河道内樹木群の伐採等を実施します。 　堤防の高さや幅が不足している箇所においては、堤防整備を実施します。
	スライド 5: 【対策概要】 　　築堤履歴や浸透に対する被災実績等を調査し、浸透に対して安全性が確保されない堤防においては、堤防の質的整備として浸透対策を実施します。
	スライド 6: 【対策概要】 ○神通川は県都富山市を貫流する河川であり、特に右岸側の背後地には富山市市街地・公共施設・主要交通網を抱える重要な地域となっています。 ○当該地区は、堤防の高さや幅が不足していることに加え、急流河川であり、侵食により、堤防が決壊に至る危険性があります。 ○このため、富山市街地を洪水氾濫から守るため、堤防のかさ上げ、拡幅等、河川改修を重点的に行います。
	スライド 7: 【対策概要】 　戦後最大規模の洪水（H16.10洪水）と同規模の洪水に対して洪水氾濫による浸水被害の防止または軽減を図るため、流下能力の向上を図ります。 堤防の断面が不足する区間においては、堤防の嵩上げ・拡幅を実施します。 堤防の整備を実施しても河道整備目標流量を計画高水位（H.W.L.）以下で安全に流下させることのできない区間においては、河道掘削により必要な河道断面の確保を図ります。
	スライド 8: 【対策概要】 　　急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対し、河岸の洗掘・浸食に対する安全度が低い箇所において侵食対策を実施し、治水安全度の向上を図ります。
	スライド 9: 【対策概要】 　　築堤履歴や浸透に対する被災実績等を調査し、浸透に対して安全性が確保されない堤防においては、堤防の質的整備として浸透対策を実施します。
	スライド 10: 【対策概要】 　　急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対し、河岸の洗掘・浸食に対する安全度が低い箇所において侵食対策を実施し、治水安全度の向上を図ります。
	スライド 11: 【対策概要】 　戦後最大の洪水（H16.10洪水）を安全に流下させるため、利賀ダム整備により全川にわたって洪水時の水位を低下させるとともに、堤防の高さや幅が不足している箇所における堤防整備、堤防整備に伴う河口部橋梁の架け替え、治水上のネックとなっている和田川合流点処理等を行います。
	スライド 12: 【対策概要】 　　築堤履歴や浸透に対する被災実績等を調査し、浸透に対して安全性が確保されない堤防においては、堤防の質的整備として浸透対策を実施します。
	スライド 13: 【対策概要】 　小矢部川下流部において戦後最大流量の洪水（H10.9洪水）と同規模の洪水に対して洪水氾濫による浸水被害の防止または軽減を図るため、堤防の高さや幅が不足している箇所については、堤防の整備を実施し、流下能力の向上を図ります。 また、堤防の整備を実施しても、流下能力が不足する箇所においては、河道掘削を実施し、流下能力の向上を図ります。 　小矢部川と支川の合流点では、支川堤防の高さが不足している箇所があり、洪水時には本川の水が逆流して氾濫が生じる場合があるため、堤防の整備や樋門等
	スライド 14: 【対策概要】 　　現存する霞堤について、上流で氾濫した水を開口部から速やかに川へ戻し、被害の拡大を防ぐ等の治水上の機能があるため、適切な維持、保全を図ります。また、霞堤の機能維持を考慮した開口部周辺の土地利用等についても関係事業者や関係機関とも連絡、調整し、霞堤を活かした水害に強い沿川地域づくりを目指します。
	スライド 15: 【対策概要】 　　災害時に緊急復旧活動や水防活動を等を円滑に行うため、浸水被害が発生する恐れがある場合及び自治体より要請があれば排水ポンプ車等を出動させ、排水活動等を支援します。 　富山河川国道事務所では、福岡防災ステーション（小矢部川）と三郷出張所（常願寺川）に合計３台の排水ポンプ車を所有しています。
	スライド 16: 【対策概要】 　　平成１７年に洪水ハザードマップの普及支援のために河川関係事務所に設置した「災害情報普及支援室」を 自衛水防の窓口として、事業者等の自衛水防の取組を積極的に支援します。
	スライド 17: 【対策概要】 　集中豪雨等の発生開始後、河川の水位が上昇してから、ご自身がとる防災行動を時系列で整理し、 取りまとめる「マイ・タイムライン」を多くの県民に知ってもらうことを目的とした、『みんなでタイムラインプロジェクト・とやま』の取り組みを、令和２年４月より国土交通省富山河川国道事務所、黒部河川事務所、北陸技術事務所の３事務所合同で取り組んでいます。
	スライド 18: 【対策概要】 　自然災害から命を守るためには、一人一人が災害時において適切な避難行動をとる能力を養う必要があることから、学校における防災教育の充実を図り、特に「命を守る」という観点に留意し、子供たちに正確な理解を進める。 ・実施日：令和５年　７月　６日（木） 富山大学（常願寺川） 　　　　　令和５年１１月　７日（火） 富山大学教育学部付属小学校（常願寺川・神通川） 　　　　　令和６年１１月２２日（水） 南砺市立福野小学校（小矢部川）　　　　　
	スライド 19: 【対策概要】 　富山河川国道事務所ホームページにおいて、住民等への防災情報の提供として河川水位・洪水予報・ライブ映像等を提供しています。 　また、「河川氾濫のおそれがある情報（氾濫危険水位を超過）」や「河川氾濫が発生した情報」を携帯電話事業者が提供する「緊急速報メール」を活用し洪水情報のプッシュ型配信を実施していいます。
	スライド 20: 【対策概要】 ・「いのち」と「くらし」を守る土砂災害対策、土砂・洪水氾濫対策の推進 ・ライフサイクルコストを考慮した砂防施設の長寿命化対策 ・防災・減災に向けた危機管理体制の強化
	スライド 21: 【対策概要】 ・砂防堰堤等を整備し、高原川流域内の安全を確保するとともに、土砂・洪水氾濫を解消し富山市中心部　 　の被害軽減を図ります。 ・あわせて出水時に土砂とともに流出する流木の対策施設整備を進めています。
	スライド 22: 【対策概要】 　宮島川および坪野川は、川幅が狭く、富山市婦中町のJR速星駅周辺において、近年、局地的な集中豪雨等による浸水被害が発生しているため、平成5年度から川幅の拡幅や護岸整備、鉄道橋梁の架け替え等により浸水被害の軽減を図っている。 【事業内容】 事業期間　：平成５年度～ 内　　　容　：計画延長4,060ｍ（護岸工、橋梁架替工）
	スライド 23: 【対策概要】 　地久子川は、高岡市東部の市街地を流れ、庄川に合流する流域面積6.7km2、流路延長2.7kmの一級河川である。本川は川幅が狭く流下能力が不足しており、平成10年など、これまでも浸水被害が発生しているため、平成14年度から河道拡幅や護岸整備、橋梁の架け替え等により浸水被害の軽減を図っている。 【事業内容】 事業期間　：平成１４年度～ 内　　　容　：計画延長１，９６０ｍ（護岸工、橋梁架替工）
	スライド 24: 【対策概要】 　横江宮川は、川幅が狭く、小矢部川の背水の影響も受けることから、平成10年、平成20年に浸水被害が発生しているため、平成24年度から川幅の拡幅や堤防の整備、橋梁の架け替え等により浸水被害の軽減を図っている。 【事業内容】 事業期間　：平成２４年度～ 内　　　容　：計画延長1,300ｍ（護岸工、橋梁架替工）
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29: 【対策概要】 　急流河川特有の流水の強大なエネルギーによる河岸の洗掘・侵食に対する安全度が低い箇所において、侵食対策を実施し、治水安全度の向上を図りました。
	スライド 30: 【対策概要】 　裏法尻をコンクリートブロックで補強し、越水時の深掘れの進行を遅らせることにより、決壊までの時間を少しでも延ばします。
	スライド 31: 【対策概要】 　堤防天端をアスファルトで保護し、越水時の法肩部の崩壊を遅らせることにより、決壊までの時間を少しでも延ばします。
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34: 【対策概要】 ・除間伐等の森林整備を実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。 ・水源林造成事業地は、小矢部川流域に約90箇所（森林面積 約1,900ha）、庄川流域に約80箇所（森林面積 約3,000ha） 、神通川流域に約280箇所（森林面積 約9,000ha）、常願寺川流域に８箇所（森林面積 約280ha）があり、流域治水に資する除間伐等の森林整備を計画的に実施します。
	スライド 35: 【対策概要】 ・常願寺川流域：除間伐を14ha実施 ・神通川流域：除間伐を154ha、新植を3ha実施 ・庄川流域：除間伐を約36ha、新植を11ha実施 ・小矢部川流域：除間伐を約 44ha、新植を8ha実施
	スライド 36
	スライド 37: 【対策概要】 　雨水対策として、高岡市緊急浸水対策行動計画区域内の住宅で１００ℓ以上の雨水貯留槽を設置する方に対し、設置費用の一部を補助。
	スライド 38: 【対策概要】 　高岡市開発指導要綱に基づき、1,000㎡以上の開発行為について雨水排水協議を実施し、指導を行うことで雨水流出量の抑制を図る。
	スライド 39
	スライド 40: 【対策概要】 令和５年４月に作成した土砂災害ハザードマップの周知 　・実施日：令和５年１１月２２日（水） 　・場　所：西町公民館 　・実施者：南砺市職員
	スライド 41: 【対策概要】 　下流河川の水害の発生防止のため，適時，治水協定に基づく対応（各ダムから事前放流を行い，利水容量から一時的に洪水を調節するための容量確保など）を念頭に置いた利水ダム管理を継続中である。

